


(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： 10,880 ㎡

斜面の最大勾配： 4.5 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

有

有

該当なし

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価　
　

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

有

有
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

支障なし

支障なし

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

282

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 32 18,000 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2016 年 12 月 19

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2018 年 4 月 1

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市栄町字北山壱360

兵庫県神戸市中央区浜辺通4丁目1番11号

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社上組　代表取締役社長　深井義博

A868166E28

ha

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

有

無

無

無

無

無

無

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

対策が必要

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

対策が必要

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

283

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 3,884 480 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2013 年 4 月 10
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2014 年 3 月 20

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市栄町字北山壱番地364番7、364-27

兵庫県高砂市米田町島2番地

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 千都興産株式会社

A729315E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

284

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 10,156 660 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2014 年 1 月 20
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2014 年 12 月 2

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

１　事業区域の所在地： 兵庫県加西市王寺町字捨町歩597‐4

２　発電事業者住所： 兵庫県小野市新部町1292

             氏名： ビッグサニー発電株式会社　代表取締役　張福興

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

A799102E28

平方メートル（

（届出　　　　　西暦 日）

（設置工事着手　西暦 日）

日）

基準への適合状況等（※2）

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

 適 合・
不適合
・不 明

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

(3)擁壁
   の
   構造

適合
工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

事　　項 防災上の措置に関する基準（※1）

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

有

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

無

無

無

無

無

無

変状に関
する総合
評価

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

（下流域にＹ区域が存する場合）

（盛土造成がある場合）

（斜面に工作物を設置している場合）

クラック、亀裂があるか。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

適合

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

支障なし

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

有・無
・該当なし
(※3)

無

無

無

内　　　　　容

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

沈下・隆起があるか。

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成 事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

表面の不陸または凹凸があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

ガリ浸食跡があるか。

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。



整理番号

285

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 完了 工事中 〇 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 9,500 1,000 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

未定 年 月 着手日未定（8/24県と調整にて追記）

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 年 月

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

(4)のり
   面の
   構造

(5)のり
   面保
   護

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市下芥田町字藤谷204-5

兵庫県神戸市西区竜が岡１丁目７番地の１

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： アクティブジャパン株式会社 　（代）中嶋孝司

AZ99812E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

(8)調整
   池の
   設置

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

（下流域にＹ区域が存する場合）
該当なし

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡



整理番号

286

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 24,356 1,000 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2018 年 2 月 20

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2018 年 9 月 27
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2019 年 1 月 4

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市玉野町字越後橋１１２２－１

東京都千代田区神田練塀町3番地

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名：
京セラＴＣＬソーラー合同会社  代表社員　東京センチュリー株式会社　職務執行者　荻
野広明【ため池に設置】

AZ99112E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

287

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 5,974 500 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2014 年 4 月 15
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2015 年 5 月 28

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市玉野町宮ノ前９３２－１

兵庫県多可郡多可町中区坂本１４７

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 服部テキスタイル株式会社 代表取締役　服部茂和

A830531E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

該当なし

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

該当なし

該当なし
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
該当なし

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

288

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 71,041 1,990 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2014 年 11 月 28
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2015 年 6 月 11

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市玉野町字西ノ谷１１２３－１

東京都千代田区神田練塀町3番地

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名：
京セラＴＣＬソーラー合同会社  代表社員　東京センチュリー株式会社　職務執行者　荻
野広明【ため池に設置】

A815827E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

289

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 完了 工事中 〇 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 900 49.5 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月 ※未着手の場合は着手予定日を記入

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 年 月

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市玉野町寺山１１２９－３８

兵庫県加西市段下町８４８－１０

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 有限会社　ライズコーポレーション(廃止予定)

AA23753E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

(8)調整
   池の
   設置

総合評価

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

（下流域にＹ区域が存する場合）

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡



整理番号

290

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 9,800 750 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2014 年 7 月 1
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2014 年 11 月 18

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

不適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

入口付近の法面（2m程度）は排水施設が
存在しないが施設自体、不要だと思う。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市桑原田字東山296-158

大阪府吹田市青山台3-37-3

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： RISCARBO㈱　代表取締役　柴田晃

A729435E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

不適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

無

無

無

無

無

無

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

設置されていない。土砂の流出するとこ
ろが無い。

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

不適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

291

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 9,327 1,294 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2001 年 8 月 30

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2020 年 7 月 31

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

加西市桑原田町大字296-136

岡山県岡山市南区青江6-1-31

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社　大真　代表取締役　大塚　真弘

AZ99472E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

勾配が30度以下で現地にはありません。

擁壁はありません。

擁壁はありません。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： 746 ㎡

斜面の最大勾配： 13 度

無

無

無

無

無

無

無

該当なし

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

有

有
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

1ｈ2未満で設置していません。また隣接
地に池があり調整池の役割をしていま
す。



整理番号

292

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 9,739 753 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2001 年 8 月 30

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2020 年 6 月 30

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

勾配が30度以下で現地にはありません。

擁壁はありません

擁壁はありません

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

加西市桑原田町大字東山296-139

岡山県岡山市南区青江6-1-31

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社大真　代表取締役　大塚真弘

A99471E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： 270 ㎡

斜面の最大勾配： 23 度

無

無

無

無

無

無

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

1ｈ2未満で設置していません。また隣接
地に池があり調整池の役割としていま
す。

有

有
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

293

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 9,364 650 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2001 年 8 月 30

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2020 年 6 月 30

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

勾配が30度以下で現地にはありません。

擁壁はありません。

擁壁はありません。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

加西市桑原田町大字東山296-160

岡山県岡山市南区青江6-1-31

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社　大真　代表取締役　大塚　真弘

AZ99536E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： 400 ㎡

斜面の最大勾配： 26 度

無

無

無

無

無

無

無

該当なし

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

1ｈ2未満で設置していません。また隣接
地に池があり調整池の役割をしていま
す。

有

有
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

294

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 約90000 4,080 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2017 年 6 月 20

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2019 年 4 月 1

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市桑原田町２６７－１６７

同　上

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 合同会社桑原田太陽光発電所

A729622E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： 約33,000 ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

無

無

該当なし

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

有

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

295

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 8,463 500 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2018 年 4 月 16

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2018 年 10 月 3

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市国正町字四辻ノ上１９３１番９他

奈良県橿原市十市町１２２２－１

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： ﾚｲｸﾌｨｰﾙﾄﾞ･ｱﾝﾄﾞ･ﾃﾞﾍﾞﾛｯﾊﾟｰｽﾞ株式会社　代表取締役　池原　俊彦

AZ99045E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

296

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 9,834 1,000 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2015 年 12 月 4
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2016 年 10 月 1

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市国正町字百町１４１１　他

姫路市御国野町深志野３００

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社　西日本フラワー   代表取締役　柴山栄一

A920639E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 10 度

無

無

無

無

無

無

無

無

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

無

有
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

297

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 7,000 1,050 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2019 年 12 月 3

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2018 年 11 月 6

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市坂本町字猫尾1006-83

兵庫県高砂市中島1-13-22

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： コウキ(株)　代表取締役　田中　敏文

AZ99755E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

該当なし

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： 7,000 ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

有

該当なし
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
該当なし

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

298

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 5,906 500 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2013 4 月 22
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2013 年 8 月 6

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

加西市坂本町字北野原１０２７－１

兵庫県姫路市南駅前町５７

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： ジャンボパーキング株式会社　代表取締役　中山　政幸

A７１６２０８E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 10 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

無

有
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

299

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 28,107 1,259 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2017 年 12 月 11

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2018 年 12 月 14

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

加西市笹倉町字サカサマノ西８１８－１，８１８－４、８１９－１，８１９－３

東京都中央区京橋３－１２－７ 水田湖二株式会社

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 代表取締役ステルフェルド・レミ・タケユキ（ため池に設置)

AZ99196E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

該当なし

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
該当なし

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

対象無し

対象無し

該当なし

該当なし
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

対象無し

対象無し

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。



整理番号

300

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 完了 工事中 〇 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 6,706 499.0 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

未定 年 未定 月 未定
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 年 月

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

(4)のり
   面の
   構造

(5)のり
   面保
   護

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市小印南町字壱丁歩西314-1

兵庫県神戸市中央区江戸町93番

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社ノーリツ　代表取締役　國井総一郎　（ため池に設置）

AZ98278E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

(8)調整
   池の
   設置

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。



整理番号

301

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 完了 工事中 〇 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 5,358 125 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2022 年 3 月 1
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 年 月

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

(4)のり
   面の
   構造

(5)のり
   面保
   護

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市小印南町字黒石３７９－４３

大阪府大阪市西区江之子島1-7-3

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社オクウチサービス　代表取締役　奥内　豊

AZ98342E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

(8)調整
   池の
   設置

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

302

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 4,138 600 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2015 年 3 月 27
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2016 年 2 月 1

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市常吉町鳥ヶ池跡125

兵庫県加東市光明寺46

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社フクダコーポレーション

A896495E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

303

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 7,223 524 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2015 年 4 月 16
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2015 年 10 月 2

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市常吉町字鳥ヶ池跡126-7

東京都港区新橋2-15-13

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社シンセア　代表取締役山崎吉徳

A868070E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。30度を超える場合、地盤調査等により、そ
の安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
覆われていない場合、勾配、地質、土質及び高さ
からみて崩壊のおそれがない、又は周辺の土地利
用の状況等により擁壁の設置の必要がないか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

無

無

無

無

無

無

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

304

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 16,000 500 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2014 年 3 月 25
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2015 年 3 月 5

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市西笠原町字カミ田512-6

姫路市青山三丁目10番7号

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： マルイチ株式会社　代表取締役　前田　正弘

A748141E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

無

無

無

無

無

無

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

305

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 23,800 1,750 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2014 年 2 月 1
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2014 年 9 月 3

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市西笠原町字カミ田512-6 外45筆

姫路市青山三丁目10番7号

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： マルイチ株式会社　代表取締役　前田　正弘

A729647E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

無

無

無

無

無

無

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

306

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 5,370 409 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2014 年 12 月 1
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2015 年 3 月 20

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市西谷町１８９－１

神戸市長田区房王寺町３丁目２－４

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： ミレレエナジー株式会社　畳谷　絵理子

A793080E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

307

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 9,919 800 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2014 年 9 月 1
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2015 年 2 月 25

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

加西市西野々町小沢490-1

加古川市加古川町寺家町243－1

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 有限会社ブロッサム　代表取締役　日坂明広

A830470E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

無

無

無

無

無

無

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

開発面積基準内に付き、調整池は必要と
していません



整理番号

308

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 5,927 50 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2018 年 8 月 30
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2019 年 8 月 19

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

加西市西野々町字青地16

高砂市阿弥陀町阿弥陀2184-1

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 小林　聡次

AA18822E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

擁壁無し

擁壁無し

擁壁無し

のり面はあるが工事範囲外

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

該当なし

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 5 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

無

有
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
該当なし

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

排水施設無し

排水施設無し

排水施設無し

調整池無し



整理番号

309

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 21,065 1,260 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2014 年 4 月 1
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2014 年 11 月 28

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市青野町字下ノ畑948

大阪市中央区平野町4-1-2

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： エナジーバンクジャパン株式会社　吉村和彦

A769075E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

該当なし

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： 21,065 ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

無

無

無

無

無

該当なし

変状に関
する総合
評価

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

有

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
該当なし

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

310

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 7,048 499 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2020 年 3 月 4

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2020 年 11 月 25

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市青野町字山ノ谷691-1

東京都千代田区紀尾井町4-1ﾆｭｰｵｰﾀﾆｶﾞｰﾃﾞﾝｺｰﾄ14F

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： リコーリース株式会社代表取締役社長執行役員　中村徳晴(ため池に設置)

AZ98277E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

311

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 10,500 990 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2014 年 5 月 7
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2014 年 9 月 9

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

加西市青野町字上平黒58-1

神戸市西区学園東町7-43-5

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： MYS株式会社　須浪　道広

A830651E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

312

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 5,736 499 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2020 年 2 月 20

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2020 年 8 月 25

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市青野町字林ノ谷488

東京都千代田区紀尾井町4-1ﾆｭｰｵｰﾀﾆｶﾞｰﾃﾞﾝｺｰﾄ14F

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： リコーリース株式会社　代表取締役社長執行役員中村徳晴(ため池に設置)

AZ98283E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

313

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 完了 〇 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 6,787 499.0 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2020 年 10 月 5

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 年 月

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市倉谷町字アシガ池1090-1

兵庫県神戸市中央区江戸町93番

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社ノーリツ　代表取締役　國井総一郎　（ため池に設置）

AZ98282E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

314

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 47,411 1,990 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2017 年 4 月 5
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2017 年 11 月 22

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市倉谷町字大池ノ内403

兵庫県加古川市平岡町二俣249-1

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社二川工業製作所　代表取締役　二川昌也（ため池に設置）

A927438E2

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

該当なし

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

該当なし

該当なし
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
該当なし

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

315

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 17,600 1,000 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2015 年 10 月 1 ※未着手の場合は着手予定日を記入

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2016 年 3 月 15

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市大村町字京十方４９１

大阪府泉佐野市南中岡本２８５

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 左近商事株式会社

A896470E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

無

無

無

無

無

無

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)



整理番号

316

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 27,977 500 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2015 年 3 月 27
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2016 年 2 月 25

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市大村町字京十方４９３－２

大阪府大阪市中央区南船場４丁目１３－１ 船場心斎橋ビル６F

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： ミナトクリエイト ㈱ 代表取締役 ： 木下　仁湊

A896467E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

不適合

不適合

不適合

不適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 20 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

有

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
有

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

自然浸透により有効に排出しており、周
辺に対し浸水する恐れがない。

同上

同上

段付き平坦、全面植生被覆により懸念な
し

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

支障なし遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

不適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。



整理番号

317

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 3,662 250 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2014 年 2 月 28

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2014 年 8 月 1

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市段下町300-1

兵庫県加西市段下町60-13

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社　ダイセン　代表取締役　塚前　孝文

A799300E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

318

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 完了 工事中 〇 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 900 49.5 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

未定 年 － 月 － ※未着手の場合は着手予定日を記入

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 年 月

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

(4)のり
   面の
   構造

(5)のり
   面保
   護

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市段下町広沢８８０－３２－１

兵庫県加西市段下町７３１

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 栗山　利明

AA18810E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

(8)調整
   池の
   設置

総合評価

該当なし

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
該当なし

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。



整理番号

319

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 9,892 750 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2015 年 10 月 1
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2016 年 3 月 29

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市段下町字乙池366-12

兵庫県神戸市東灘区住吉宮町3-7-14

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： シン・エナジー株式会社　　代表取締役　乾　正博

A830661E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

320

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 24,422 1,498.00 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2015 年 1 月 26
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2015 年 6 月 18

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市段下町字広沢８８０－１９他

大阪府大阪市中央区南船場４丁目１３－１ 船場心斎橋ビル６F

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： ミナトクリエイト ㈱ 代表取締役 ： 木下　仁湊

A878505E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

不適合

不適合

不適合

不適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 20 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

有

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

不適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

支障なし

（下流域にＹ区域が存する場合）
有

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

開発前と地形・地質に変化なく、事業後
の経過状況から従前と同等の透水・排水
能力を有し、適切に排出されている。

上記のとおり

上記のとおり

段付き平坦、全面植生被覆により懸念な
し



整理番号

321

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 完了 工事中 〇 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 7,322 446 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2021 年 10 月 1
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 年 月

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

(4)のり
   面の
   構造

(5)のり
   面保
   護

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市段下町広沢880番27

大阪府守口市東光町1-8-8おしゃれ館守口501号室

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： ＴＨＣ株式会社　代表取締役　原田大樹

AZ98319E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

(3)擁壁
   の
   構造

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

(8)調整
   池の
   設置

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

変状に関
する総合
評価

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。



整理番号

322

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 9,750 750 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2016 年 8 月 1
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2016 年 11 月 29

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市段下町字広沢880-28

大阪市北区梅田3-3-20　明治安田生命大阪梅田ビル22階

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社ファーストステージ　代表取締役　本田誠二

A926721E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

有

民家の戸数： 0 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

有

有

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

支障なし

支障なし

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡



整理番号

323

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 54,759 1,176 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

年 月

〇 Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

2015 年 2 月 23 ※未着手の場合は着手予定日を記入(契約日)

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2015 年 8 月 26

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市段下町字田水池８２４－１

東京都渋谷区代々木1丁目１９番１２号新代々木ビル３０１

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： 株式会社ＹＳＥ 佐藤 佳民（ため池に設置）

A878504E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

無

無

無

無

無

無

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし



整理番号

325

３　再生可能エネルギー発電事業計画の認定設備ID：

４　設置工事： 〇 完了 工事中 未着手

５　事業区域の面積(発電出力)： 8,224 720.0 kW)

６　Ａ、Ｂのいずれかに○を入れ、（　　）内に日付を記入してください。

〇 Ａ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出あり

2018 年 10 月 4

Ｂ 太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例第７条第１項の届出なし 

年 月

　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

７　発電開始日： 西暦 2019 年 4 月 1

８　防災上の措置に関する基準への適合状況

(2)擁壁
   の
   設置

適合

適合

適合

(4)のり
   面の
   構造

適合

(5)のり
   面保
   護

適合

工作物が設置された地盤の勾配は30 度以下であ
るか。または、30度を超える場合、地盤調査等に
より、その安定が確認できるか。

切土等により崖(勾配が30度を超える土地)が生じ
た場合、当該崖の表面が擁壁で覆われているか。
または、覆われていない場合、勾配、地質、土質
及び高さからみて崩壊のおそれがない、又は周辺
の土地利用の状況等により擁壁の設置の必要がな
いか。

安定計算等により、その安定性が確かめられたも
のであるか。

当該擁壁の裏面の排水を良くするための水抜穴及
び透水層が設けられているか。

切土等によりのり面が生じた場合、当該のり面の
構造が、小段又は排水施設の設置その他の措置が
適切に行われているか。

事業区域内ののり面が雨水、風化等により浸食さ
れないよう植生工等によるのり面保護が行われて
いるか。

(3)擁壁
   の
   構造

適合

地
盤
の
安
定
性
の
確
保

(1)地盤
   の
   勾配

防災上の措置に関する基準への適合状況等の自己点検票（公表用）

兵庫県加西市中富町字寿仙寺1412-1　

京都府京都市上京区烏丸通中立売下る龍前町598番地の1

基準への適合状況等（※2）

 適 合・
不適合
・不 明

（設置工事着手　西暦

（届出　　　　　西暦

１　事業区域の所在地：

             氏名： キョーラク株式会社　（ため池に設置)

AZ99343E28

平方メートル（

事　　項

    ※ 法人その他の団体にあっては、主たる事務所の所在地、その名称及び代表者の氏名

日）

日）

日）

防災上の措置に関する基準（※1）

２　発電事業者住所：

※  依頼文書に記載の整理番号を右欄に記入の上、全ての黄色のセルに記入願います。ただ
　し、設置工事中の場合は、７､９(4)～(6)への記入は不要です。設置工事未着手の場合は、
　７､８､９(2)～(6)への記入は不要です。灰色のセルへの記入は不要です。
　  記入漏れがないことを御確認の上､提出いただきますようお願いします｡

不適合又は不明の場合の防災に関する
自己評価等を記入ください。

（裏面に続く）



(6)排水
   施設
   の能
   力

適合

適合

適合

適合

(8)調整
   池の
   設置

適合

適合

適合

適合

適合

総合評価

無

民家の戸数： 戸

盛土造成面積： ㎡

斜面の最大勾配： 度

無

無

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

変状に関
する総合
評価

維持管理の容易な構造であるか。

土砂の流出を防止するための泥溜め又は沈砂池が
適切に設置されているか。

周辺地域の浸水被害の可能性が明らかに高まる場
合、調整池が設置されているか。

災害危険区域が含まれていないか。

事業区域の規模、地形、降水量等及び放流先の排
水能力を考慮し、事業区域及び流域の地表水等が
有効に排出される勾配及び断面を有する排水施設
が設置されているか。

堅固で耐久性を有するものか。

事業区域内にＹ区域が含まれているか。

※1 防災上の措置に関する基準については、同封の「太陽光発電施設の設置等に関する基準」の事項２太陽光
   発電施設の設置に係る防災上の措置に関する事項で規定されています。
　 なお、施設基準の各項目について、その解説や標準的な検討方法を示した「技術マニュアル(案)」を以下
   の兵庫県HPに掲載していますので併せて御確認ください。

適合

９　土砂災害警戒区域、地盤の変状等の状況

有・無
・該当なし
(※3)

※2 基準への適合状況には､適合･不適合･不明を選択し､不適合又は不明の場合は､防災に関する自己評価
　（できるだけ根拠となる数値等も併せて）及び今後の安全対策の方法､時期等を記入。

土砂災害特別警戒区域が含まれていないか。

内　　　　　容

　 兵庫県HP：https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks29/taiyoukoujourei.html　の関連資料に掲載しています。

地すべり防止区域が含まれていないか。

急傾斜地崩壊危険区域が含まれていないか。

(1)土砂災害
　 警戒区域
   (Ｙ区域)

排
水
施
設
の
設
置

(7)排水
   施設
   の構
   造

(9)設  置
   不適地

事　　項
自己評価、判断等（※4）

(支障なし・要経過観察・対策が必要)

無

無
（斜面に工作物を設置している場合）

※3 (1)～(6)について該当の｢有｣｢無｣を選択。ただし､(5)､(6)
　については､擁壁､盛土がなければ｢該当なし｣を選択。
※4 (1)～(3)について｢有｣の場合､数値を記入。(4)～(6)につ
　いて｢有｣の場合､｢支障なし｣｢要経過観察｣｢対策が必要｣のい
　ずれかを選択 (同封の｢経年による地盤の変状等の自己点検の
　方法｣参照)｡

(5)経年によ
   る擁壁の
   変状
　(※3)

(6)経年によ
   る盛土の
   り面の変
   状(※3)

(4)経年によ
　 る地盤の
   変状

(3)工作物の
　 斜面設置

(2)盛土造成
（盛土造成がある場合）

事業区域内に盛土造成があるか。

工作物を斜面に設置しているか。

クラック、亀裂があるか。

沈下・隆起があるか。

吹付モルタルの剥離があるか。

ガリ浸食跡があるか。

表面の不陸または凹凸があるか。

遊離石灰の溶出、錆汁の痕跡があるか。

（下流域にＹ区域が存する場合）
無

事業区域の下流域にＹ区域が存しているか｡
(存する場合のＹ区域内の民家の戸数)

クラック､ずれ､はらみ､抜けがあるか。

水抜き穴のつまり、背面土流出があるか。

支障なし


